
『ふもと研究会』という集まりができました。
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　としたきっかけではありましたが、「ふもと」という言葉を

　　聞いた時、なにやらじんと心の真に響くものがありました。

　かつて徳島を愛し、徳島で没したポルトガル人モラエスが

植えたと伝えられる 『黄花亜麻』の花を初めて見た時、
こんな想いが浮かんできました。「私たちは、過去、現在、

そして未来に続く道筋の上に生きている。過去の出来事や人々

の営みが今日の私たちを存在させ、今日の私たちの行いが未来

をつくっていくんだ」と。「この眉山のふもとには、歴史も自然

もある。人々の暮らしもある。きっとたくさんのドラマがあっ

ただろう。

その名もないドラマをひとつでも知ってみたい」と。
　こんなつぶやきのような想いを形にしたいと思い、歴史の、

自然の、人間の・・・ふもとを探る研究会を開きました。

　学びのコミュニティー内のこの研究会にはどなたでも自由に

出入りすることができます。資格もいりません。年齢も、性別も

国籍も問いません。ただひとつ。あなたも私も、今という同じ道

のりをゆく同士だということ。そしてここでは、ひとつのシンボ

ルとして眉山を取り上げていきたいと思っています。
　学問のふもと、暮らしのふもと、創造のふもと。

   

　

ふもと研究会へいらっしゃいませんか？

ふ

みなさんからの、眉山に関する記事や情報を

お待ちしております！

眉山にまつわる昔話、お勧めの登山道、季節

折々の自然など、みなさんが日ごろ感じてい

ることなども添えてお寄せ下さい。

Webやふもと通信などでご紹介させていただ

きます。また、「ふもとなかま」も合わせて

募集しています。情報収集や、

イベントなどに一緒に参加してくださる方

「ふもとなかま」に入りませんか？

記事・情報募集！

Fumoken

この「ふもと通信｣を
置かせてくれる場所、
配っていただける⽅を
募集しています！
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 『ふもと研究会』は徳島大学・常三島キャンパス 4号館 1階の学生支援室内にあります。この部屋は、平成 20
年度から、文部科学省の質の高い大学推進プログラムにおいて採択された『地域社会人ボランティアを活用した

教養教育～知の循環型社会の構築を目指して～』という取組にかかわる拠点です。いわゆる教養教育とよばれる

過程における大学教育の質を向上させていくという試みで立ち上げられたもので、大学のイメージとはちょっと

違う、非常に開かれた場所となっています。
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学⽣⽀援室　Tel:088-656-7205　　
HP :http://w3.ias.tokushima-u.ac.jp/sgp

…地域社会人ボランティアを…とありますように、大学

教育に地域の社会人の方にボランティアとして参加して

いただき、学生と同じ立場で授業に参加し、時にアドバ

イスを、時にアイデアの提案をお願いしています。また

授業を飛び出し、課外での学習会なども学生や教員と共

にすすめていただいております。ここからいろいろな活

動が生まれました。この『ふもと研究会』もそのひとつ。

そしてより一層「地域と大学」とのつながりを大切にし

た活動として、広く地域のみなさまと共に展開していき

たいと考えております。機会がございましたら、ぜひ

学生支援室に遊びにお越しください。
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